
自治会とは、毎日住みよく暮らすために、地域の皆さんで
作っているグループです。各小学校区には、およそ30～
100の自治会があり、地域コミュニティの中心となって、
日々助け合いながら活動しています。

普段、生活しているときは、ご近所さんや自治会の大切さに気づかないかもしれませんが、大地震や豪雨などの災害が
起こったり、子どもや高齢者を狙った犯罪が起きたり、もしもの時には、やっぱり近隣の支え合い、協力が必要だって思
いませんか？

コミュニティセンターコミュニティセンター
地域のホットステーション

コミセン一覧

開館時間
●平日・土曜…9:00～22:00　
●日曜…9:00～17:00
●休館日
　・国民の祝日に関する法律に
　　規定する休日
　・12月29日～翌年の1月3日

コミュニティセンター
通称「コミセン」は、地域の人々や情報が集まり、誰でも気軽に
立ち寄ることができる施設です。
地域活動の第一歩としてコミセンへ出かけましょう！

※市役所の総合センター・支所・出張所が併設している施設もあります。住民票や市税など行政機関の手続きは総合センター・支所・出張所までお問い合わせください。

災害時など、「いざ」という時に、頼りになるのは身近なご近所さん

ごみステー
ションの管理

河川清掃

防災訓練
防犯パトロール
防犯灯

交通安全

子どもの
見守り

高齢者の
見守り

平成30年度
自治会加入促進作品募集

ポスターの部標語の部

入賞作品
将来のまちづくりの担い手である子どもたちに、地域や自治
会活動への関心をもってもらおうと、自治会加入促進作品を
毎年募集しています。地域のつながりの大切さを感じられる
感性豊かな作品が揃いました。

最優秀賞

亀阜小学校６年　　門田　美果
前田小学校６年　　湊　　睦華
多肥小学校３年　　門田　京子

優秀賞

松尾 優杜
亀阜小学校３年

最優秀賞

高松第一小学校３年　黛　　総梧
多肥小学校４年　　宍戸　　葵
川島小学校５年　　田村英莉花
木太南小学校３年　中原　和奏
川東小学校５年　　鎌田　紋妃

優秀賞

長尾 妃凉
木太南小学校５年

自
治
会
で

　
防
犯
防
災

　
　
　
地
域
の
輪
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　高松市コミュニティ協議会連合会は、平成 30 年 10 月をもち
まして、創立 10 周年を迎えることができました。これもひと
えに、地域のまちづくりに関わるすべての皆様の御指導・御支
援の賜物と感謝申しあげる次第です。
　当連合会は、市内全地域でのコミュニティ協議会の設立を機
に、連合組織として平成 20 年 10 月 17 日、それまでの高松市
地域コミュニティ協議会連絡会から改組、改称し、発足いたし
ました。
　以来今日まで、コミュニティ協議会相互の連帯感の醸成や自
立と活性化に努めるとともに、市の自治基本条例に基づいた市
民主体のまちづくりの推進に寄与することを目指して活動して
まいりました。
　各地域におきましても、コミュニティ協議会が中心になり、

地域みずからのまちづくりが推進され、着実に成果をあげてお
りますが、一方で、住民相互の連帯感や地域のつながりの希薄
化が進み、地域が抱える問題は日々複雑化しております。
　このため、地域全体を見渡し、多様な切り口で解決を図るこ
とが、これまで以上に必要になってきていると実感しておりま
す。価値観の多様化した社会を見据え、関係機関・団体と連携
しながら、現在の社会に合った地域コミュニティのあり方を模
索することが、私どもまちづくりに携わる者に課せられた次の
課題ではないかと考えております。
　これからも、高松市コミュニティ協議会連合会は、住民の皆
様が心豊かに暮らせる地域社会の実現に向けて心新たに地域の
まちづくり活動を支援してまいりたいと存じます。皆様の旧に
倍します御支援・御協力をよろしくお願いいたします。

石田　雄士
高松市コミュニティ協議会連合会　　　　
高 松 市 連 合 自 治 会 連 絡 協 議 会 　　会長

連合会とともに

問合せ先：高松市コミュニティ協議会連合会
〒760-0017 高松市番町一丁目5番1号 四番丁スクエア1F
TEL.087-823-2703　FAX.087-823-2704
http://www.takamatsu.genki365.net/

高松市コミュニティ協議会連合会は、
10周年を迎えました。

10 年のあゆみ・・・・・・３
10周年記念事業・・・・・６
市長感謝状等贈呈式　・・・８

地域トピックス・・・・・10
自治会加入促進作品・・・12目次

発行：高松市コミュニティ協議会連合会・
高松市連合自治会連絡協議会・高松市
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　高松市コミュニティ協議会連合会が設立10周年を
迎えられましたこと、誠におめでとうございます。
　貴連合会の石田会長を始め、関係者の皆様方には、
地域コミュニティ協議会への支援を通して、各地域の
発展はもとより、本市が目指す地域みずからのまちづ
くりの実現に向けて、多大な御貢献・御尽力をいただ
いておりますこと、改めて深く敬意と感謝の意を表し、
心から御礼申しあげます。
　さて、本格的な人口減少社会の到来によりまして、
地域社会を取り巻く環境は、年々厳しさを増しており
ます。近年におきましては、住民相互の連帯感や地域
のつながりの希薄化が懸念されている一方で、続発し
ている災害や事故・事件などで尊い命が奪われるた
びに、改めて「地域の絆」を培っていくことの大切さが
再認識されているものと存じます。
　本市におきましては、「コミュニティの再生」を最重
要課題の一つと位置づけ、地域コミュニティ協議会を
中心に、ソフト、ハードの両面で関連施策を展開し、
真の「コミュニティを軸としたまちづくり」の推進に向
け、鋭意、取り組んでいるところでございます。
　貴連合会におかれましても、この度の記念すべき設
立10周年を機に、この10年間で培われた経験を活か
し、本市と地域を結ぶ重要な協働のパートナーとして、
本市のまちづくりになお一層の御尽力・御協力を賜り
ますよう、お願い申しあげます。
　最後になりましたが、高松市コミュニティ協議会連
合会の、今後のますますの御発展と、関係者の皆様方
の御健勝と御活躍を心から祈念申しあげまして、
お祝いの言葉といたします。

　高松市コミュニティ協議会連合会の設立10周年、誠
におめでとうございます。
　連合会は、平成20年の発足以来、地域活性化のた
めに、高松市と協働しながら各コミュニティ協議会の
支援、地域と行政をつなぐ役割を担ってきました。
　高松市のコミュニティが今日のように一定の成果を
上げておりますのも、コミュニティ協議会の会長様は
じめ、職員、関係の皆様の御尽力の賜物であり、連合
会が中間支援組織として、そのお手伝いがいささかな
りともできたとしたら、関係していた者の一人として、
この上ない喜びであります。
　私が会長に就任しました平成23年は、未曽有の東
日本大震災が発生し、多くの尊い人命が失われました。
しかしながら、そのような状況の中でも、人と人とのつ
ながりを大切にし、地域の絆の再生のために邁進する
人々の姿を目のあたりにし、地域コミュニティの重要性
と可能性を強く感じたことを記憶いたしております。
　この震災やその後頻発する自然災害等を契機に、
顔の見える地域のつながりの重要性が再認識され、
高松市においても地域住民みずからの手によって様々
な地域活動が展開されるようになっております。けれ
ども、その取り組みの主体であるコミュニティ協議会
は地域住民や各種団体によるボランティア組織であ
ることから、運営・活動を維持するためには様々なサ
ポートが必要であります。
　今後、連合会が地域からの期待に応え、住民主体
のまちづくりの先導役として指導力を遺憾なく発揮さ
れることを心から願うとともに、一人の市民として、でき
る限り支援してまいる所存でございます。
　終わりになりましたが、高松市コミュニティ協議会
連合会の益々の御発展と関係各位の御健勝を御祈念
いたしましてお祝いの言葉といたします。

高松市コミュニティ協議会連合会
高松市連合自治会連絡協議会

前会長 滝川　三郎高松市長 大西　秀人

地域コミュニティ協議会は、おおむね小学校区ごとにつくられた
住民自治組織です。

地域で暮らす人々や、活動をしている団体、またその地域へ通勤・
通学をしている人各々がまちづくりの担い手となって、身近な人
たちの間でつながっていけるよう、様々な活動をしています。

男木男木

塩江塩江塩江

川東川東川東川東川東川東東

むれむれ

日新日新

むれむれ

庵治庵治庵治

男木男木

日日日日日新

女木女木女木

3
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〒760-0067  香川県高松市松福町1-10-5（香川県不動産会館内）

一般社団法人  香川宅建

月
刊
不
動
産
ニ
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ー
ス
か
が
わ

情
報
満
載
！
　
毎
月
15
日
発
行

TEL
HP  http://www.takken-kagawa.com

087-823-2500 FAX 087-823-1212

私たちも自治会加入の促進に協力しています

Ｈ22

Ｈ21

Ｈ23

Ｈ24 Ｈ25

Ｈ26

Ｈ2727

Ｈ2828

Ｈ2929

Ｈ30

高松市コミュニティ協議会連合会

設立後の連合会のあゆみ

高松市コミュニティ協議会連合会
地方自治法施行７０周年記念総務大臣表彰受賞 
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？
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を
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。

高松市コミュニティ協議会連合会10周年記念事業高松市コミュニティ協議会連合会10周年記念事業
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帝
塚
山
大
学
　
名
誉
教
授
　
中
川
　
幾
郎
　
氏

　平成31年2月16日、高松テルサにおいて、市内の各地域から、コミュニティ協議会及び自治会の関係者約450名の皆さんに御参加いただ
き、「高松市コミュニティ協議会連合会10周年記念事業」を開催しました。
　帝塚山大学名誉教授の中川幾郎先生から、「平成のまちづくり、次代のまちづくり」と題した示唆に富む御講演をいただきました。また、
パネルディスカッションでは、コミュニティ協議会の設立時から現在まで、それぞれの立場で密接に関わってこられた3名の方をパネリス
トに迎え、これまでの10年を振り返りながら、次の10年を見据え、今後のビジョンについて語り合いました。

　高松市内の各地域特産品を集めたコミュニティマル
シェ。10周年記念事業の一つとして、会場横のホワ
イエで開催されました。
　普段はそれぞれの地域でしか手に入らない名産品、
オリジナルの商品や限定品を求めて、たくさんの人で
賑わいました。
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。

　
以
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人
は
い
な
い
。
我
々
は
た
だ
働
い
て
稼
ぐ
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
た
め
、
子
や
孫
の
た
め
に
地
域
貢
献
で
き
る
人
、
実
行

で
き
る
人
、
と
い
っ
た
本
当
の
意
味
で
の
市
民
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
行
政
は
住
民
を
市
民
に
す
る
た
め
の
政
策
が
要
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
単
な
る
生
涯
学
習
の
場
で
な
く
、
公
共
精

神
を
も
っ
た
市
民
を
育
て
る
場
所
。
他
者
と
関
わ
っ
て
協
議
し
た
り
、
意

Ｑ
　
こ
れ
ま
で
の
10
年
で

達
成
で
き
た
こ
と
や
成
果

は
？

（
大
野
）
地
元
東
谷
地
区

に
伝
わ
る
農
村
歌
舞
伎
の

保
存
・
伝
承
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
の
各
種
団
体
の

連
携
が
生
ま
れ
、
ま
た
こ

の
取
り
組
み
が
ユ
ネ
ス
コ

の
未
来
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
で
、
地
域
の
絆
が

さ
ら
に
強
ま
っ
た
。

（
神
田
）
栗
林
は
元
々
住

民
活
動
が
活
発
で
、
団
体

間
の
連
携
も
あ
っ
た
。
現

在
は
６
大
事
業
を
活
動
の

柱
と
し
て
行
っ
て
い
る
が
、

す
べ
て
実
行
委
員
会
形
式

を
採
り
、
様
々
な
団
体
や

住
民
が
参
加
し
、
企
画
か

ら
監
査
ま
で
行
っ
て
い
る
。

（
鐡
原
）
神
社
の
秋
ま
つ

り
に
地
域
の
文
化
祭
や
子

ど
も
会
秋
ま
つ

り
も
組
み
合
わ

せ
、
学
校
等
の

協
力
も
得
て
賑

わ
い
づ
く
り
に

成
功
し
た
ほ
か
、

各
自
治
会
の
協

力
の
下
、
登
下

校
時
の
見
守
り

応
援
隊
が
立
ち

上
が
っ
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
が
気
軽

に
参
画
で
き
る
「
つ
な
ぐ

カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、
新

し
い
視
点
で
子
ど
も
た
ち

に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
る

太
田
南
の
第
２
次
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
が
で
き
た
。

（
中
川
）
10
年
前
、
高
松

は
活
力
が
あ
る
う
ち
に
自

治
会
を
中
核
に
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
方
が

よ
い
と
思
っ
た
が
、
ほ
ぼ

順
調
に
進
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
。

●
イ
ベ
ン
ト
の
力
は
偉
大
。

特
に
ま
つ
り
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
再
生
さ
せ
る
装

置
で
あ
り
、
人
々
が
集
い

認
知
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。

更
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
経
験

が
組
織
づ
く
り
や
非
常
時

の
炊
き
出
し
の
訓
練
に
も

な
る
。

思
決
定
の
ル
ー
ル
や
集
団
的
自
己
決
定
能
力

の
鍛
錬
と
共
有
の
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
車
に
例
え
る
と
、
自
治
会
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
エ
ン
ジ
ン
。
け
れ
ど
も
、
エ

ン
ジ
ン
だ
け
で
は
車
は
動
か
な
い
。
色
々
な
部
品
が
集
ま
っ
て
こ
そ
初
め

て
動
く
。
そ
し
て
自
治
会
が
地
域
の
土
台
を
支
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
地
域
全
体
の
こ
と
に
注
力
で
き
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ず
地
域
で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
、

行
政
で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
を
振
り
分
け
、
地
域
課
題
を
考
え
る
。
そ

の
次
に
、
生
活
の
全
体
性
を
考
慮
し
て
戦
略
志
向
で
考
え
る
。
そ
し
て
課

題
別
、
性
別
・
世
代
別
、
地
域
別
の
３
つ
の
代
表
制
を
担
保
し
、
広
く
地

域
人
材
を
集
め
、
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ト

コメンテーター

中川 幾郎 氏
1946年大阪府豊中市生まれ
帝塚山大学法学部、同大学院法
政策研究科教授などを経て、現
在、同大学名誉教授。これまで
高松市自治基本条例策定委員会
委員長、高松市自治と協働の基
本指針策定委員会委員長を歴任

基
調
講
演

高高松市内の各地域特産品を集めたコミュニティマ
ェ。10周年記念事業の一つとして、会場横のホ
エで開催されました。

高松市 各 域特産

パネリスト

大野 繁美 氏
組織力向上研究班長、
川東コミュニティセン
ター長

パネパネパネパネパネパネパネパネパネパネパネパネリスリスリスリスリスリスリスリスリスリスリスリストトトトトトトトトトトトパネリスト

大大大大大大大大大大大大野野野野野野野野野野野野 繁繁繁繁繁繁繁繁繁繁繁繁美美美美美美美美美美美美 氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏大野 繁美 氏
組織組織組織組織組織組織組織組織組織組織組織織力向力向力向力向力向力向力向力向力向力向力向力 上研上研上研上研上研上研上研上研上研上研研究班究班究班究班究班究班究班究班究班究班究班長長長長長長長長長長長、、、、、、、、、、、
川東川東川東川東川東川東川東川東川東川東東東コミコミコミコミコミコミコミコミコミコミコ ュニュニュニュニュニュニュニュニュニュニティティティティティティティティティテテ センセンセンセンセンセンセンセンセンセンセン
タータータータータータータータータータータ 長長長長長長長長長長長

組織力向上研究班長、
川東コミュニティセン
ター長

コーディネーター

丸山 輝裕 氏
かがわ地域連携センター
共同代表

パネリスト

神田 育 氏
元　高松市自治と協働
の基本指針策定委員、
栗林コミュニティセン
ター長

パネパネパネパネパネパネパネパネパネパネパネパネリスリスリスリスリスリスリスリスリスリスリスリストトトトトトトトトトトパネリスト

神神神神神神神神神神神神田田田田田田田田田田田田 育育育育育育育育育育育育 氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏神田 育 氏
元元元元元元元元元元元 高松高松高松高松高松高松高松高松高松高松松松市自市自市自市自市自市自市自市自市自市自市 治と治と治と治と治と治と治と治と治と治とと協働協働協働協働協働協働協働協働協働協働協働
の基の基の基の基の基の基の基の基の基の基基本指本指本指本指本指本指本指本指本指本指本指本指針策針策針策針策針策針策針策針策針策針策針策策定委定委定委定委定委定委定委定委定委定委定委委員員員員員員員員員員員、、、、、、、、、、、
栗林栗林栗林栗林栗林栗林栗林栗林栗林栗林栗林栗林コミコミコミコミコミコミコミコミコミコミコ ュニュニュニュニュニュニュニュニュニュニティティティティティティティティティテテ センセンセンセンセンセンセンセンセンセンセン
タータータータータータータータータータータ 長長長長長長長長長長長

元　高松市自治と協働
の基本指針策定委員、
栗林コミュニティセン
ター長

パネリスト

𠮷原 和夫 氏
太田南地区コミュニティ
協議会長、太田南校区
連合自治会長

パネパネパネパネパネパネパネパネパネパネパネパネリスリスリスリスリスリスリスリスリスリスリスリストトトトトトトトトトトパネリスト

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷原原原原原原原原原原原原  和和和和和和和和和和和和夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫 氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏𠮷原 和夫 氏
太田太田太田太田太田太田太田太田太田太田太田南地南地南地南地南地南地南地南地南地南地南地区コ区コ区コ区コ区コ区コ区コ区コ区コ区コ区コミュミュミュミュミュミュミュミュミュミュニテニテニテニテニテニテニテニテニテニテティィィィィィィィィ
協議協議協議協議協議協議協議協議協議協議協議会長会長会長会長会長会長会長会長会長会長会長、、、、、、、、、、、太田太田太田太田太田太田太田太田太田太田太田太 南校南校南校南校南校南校南校南校南校南校校校区区区区区区区区区区区区
連合連合連合連合連合連合連合連合連合合連合自治自治自治自治自治自治自治自治自治自治治会長会長会長会長会長会長会長会長会長会長会長

太田南地区コミュニティ
協議会長、太田南校区
連合自治会長

事
務
局
機
能
の
強
化
を

事
務
局
機
能
の
強
化
を

■顔の見える関係を
つくることの大切さ
を再認識しました。
■これからの地域の
リーダーの在り方が
とても参考になりま
した。
■これからはいろん
な団体のネットワー
クが大切であり、つ
ながることで地域力
を高めていけると思
います。

（※アンケートより）
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市長感謝状及び高松市コミュニティ協議会連合会表彰状
高松市連合自治会連絡協議会表彰状贈呈式

●松　島
　宮崎美佐子
●花　園
　山下　政勝
●築　地
　久保　正範
　松村　安雄
●新塩屋町
　角田　朝則
　森　　義文
●二番丁
　石田　雄士
●日　新
　泉　　忠孝
　網谷伊都恵
●栗　林
　早谷川　悟
●鶴　尾
　福池　正信
●木　太
　綾野　和男
●屋　島
　佐々木正隆
　鴨谷　恂子
　谷口　恒子

●古高松
　村井　浩治
●三　谷
　三谷　　渡
●仏生山
　平木あつ子
●多　肥
　喜多　敬三
　藤澤　　武
●一　宮
　森　　勝一
●檀　紙
　坂本　信孝
●弦　打
　大西　輝清
　別枝　義昭
●鬼　無
　波多　　等
●香　西
　松村　　孝
　細川　珠美

●女　木
　西岡　藤八
　高橋　利和
●川　島
　十河　敬二
●十　河
　𠮷田　静子
　穴吹　　等
●庵　治
　新上　隆司
●大　野
　二川　幹生
　中澤　悦子
●浅　野
　植松　一夫
●川　東
　岡田　正義
●香　南
　赤松　千壽
●国分寺南部
　土井　信幸

●松　島
　佐藤　義行（松福第一）
●花　園
　赤松　孝彰（多賀日の出）
　南條　保雄（花園親睦）
　中山　順子（上福岡中部）
　松本　一男（常磐本通り）
●築　地
　望月佳代子（瓦町一丁目東部）
　大井　孝夫（古馬場北中町内会）
●新塩屋町
　木下　弘生（鶴屋町南部）
●二番丁
　平野　年紀（富士コーポ）
●亀　阜
　森　　茂幸（茜町本通）
　藤澤　繁美（宮脇町紫雲）
　碓井　和夫（中央町白梅）
　渡辺　　修（労住協第21ビル）
●栗　林
　佐々木健一（藤塚親和会）
　川口　武志（花ノ宮南部）
　白木　嘉彦（藤塚町マンション）
●太　田
　高橋　一成（三石）
　村川　昇二（松縄下所）
●太田南
　中澤　健二（太田本町）
　松本　忠行（竹の鼻）
●木　太
　柳　　　進（札場第三）
　本田　勝義（高須東第二）
　横山　　茂（高須西）
　大熊　博行（洲端南）
　大須賀昭夫（木太コーポラス）
●屋　島
　柏原　　道（浜北）
　一色　博行（公団）

●川　添
　前田　千歳（西原）
●仏生山
　山田　尚武（上町一丁目）
　辻本　哲彦（出作一丁目）
　雨嶋　幸雄（原崎）
●一　宮
　窪村　　昇（中筋東二部）
　佐藤　裕久（上三名）
●川　岡
　武上　勝彦（中筋南）
　鎌野　健二（高松寺南）
　鎌野　詳一（諏訪東）
　旅田　光巌（一丁地）
　佐藤　数一（田井上東）
　福田　正一（前屋敷東）
●円　座
　木村　　靖（新道）
　西村　　博（円座北団地）
●弦　打
　藤村　芳信（小坂）
　朝倉　博志（労住協）
●鬼　無
　香川　和章（藤井二部）
●植　田
　佐々木　博（大石）
●塩　江
　川田　為一（生山）
●牟　礼
　藤貫　元雄（サンハウス牟礼）
●庵　治
　平井　伸幸（江の浜）
●大　野
　西分　太郎（城団地）
●国分寺北部
　田井　寿信（メゾンベールABC）

●亀　阜
　澁川　　正
●栗　林
　松下　　保
●鶴　尾
　植松　邦浩
●太　田
　高橋　一成
　藤川　弘子
●前　田
　伏見　和恵
　神内　絹代
●川　添
　植松　　勉
　堀上　英雄
　上田　桂子
●仏生山
　大西　　等
●一　宮
　安田　正彦
●川　岡
　鎌野　詳一
●円　座
　新海千賀子
●川　島
　佐野　　新
●東植田
　甲斐健太郎
●塩　江
　熊野あや子
●川　東
　真鍋　隆幸

●松　島
　宮本　達雄（洲端西部）
●花　園
　松下　春市（観光南部）
　森山　　忠（上福岡玉藻）
　綛谷　隆義（上福岡南部西）
●築　地
　木村　誠三（塩屋町北部）
　藤田　宏行（福田町南部）
　武本　泰子（御坊町第一）
●四番丁
　山地　　進（内町東部）
　脇　　義彦（亀井町南部田町西部）
●二番丁
　吉岡　和生（錦町広場）
●亀　阜
　金丸ひとみ（西宝町Ｂ団地）
　横内　幾生（宮脇町南部第一）

　山上　正一（宮脇町南部桜ヶ丘）
　厨子　裕美（中野町西部）
　和田　洋志（天神前東部）
　藤澤　芳正（中新町ロータリー）
●栗　林
　西村　正和（室新町）
　北川　康裕（桜町第二）
●鶴　尾
　町川　邦彦（西ハゼ町）
　岡　　賢一（御殿）
　江藤　倶子（市営すみれ団地）
　田中　波子（上天神西部）
　山本　昭夫（上天神丸東）
　岡　　良一（東小山）
　内藤小夜子（西春日団地西部）
　多羽本廣一（中川原北）
●太　田
　植田　政治（立石銀座）
　飯田　廣勝（立石西部）
　多田　義則（上鹿腹第二）
　矢野　　薫（南住宅）
　林　　雪夫（立石北部西）
●太田南
　土田　潤吉（県営住宅）
　松本　隆博（東分第一）
　都築　信行（東分東）
●木　太
　植田　泰三（西村第二）
●屋　島
　松尾　清文（浦生）
●古高松
　佐々木　茂（西ノ丁）
　植田　　仁（上原）
　徳田　英雄（南春日）
　渡辺　　学（中谷西）
　谷本　義隆（東堀江）
　吉田　俊幸（西堀江）
　竹内　　脩（新田北）
　若松　重樹（久米山）
●前　田
　香西　信義（川西）
　鶴見　正一（下所東）
●川　添
　砂川　益男（水田）
　岡　　路人（久保田）
　岡　　　稔（香伯上）
●　林　
　田中　一司（中央団地）
　西村　千津（マリオン六条団地）
●三　渓
　青木　敏文（西三谷下）
　三谷　　渡（山大寺上）
●仏生山
　上原　光雄（新町二丁目）
　竹野内義勝（本村中）
　河田　彰人（岡ノ下）
　池上　武志（光栄）
●多　肥
　中岡　道厚（横市）
　大原まさ子（多肥上町北原）
●一　宮
　熊野　勝敏（仲島）
　小野坂珠加子（原）
　松村　健二（成合北第二団地）

　富田　康義（下市場）
　林　　幸治（中筋西）
　橋本　幸恵（いずみ会）
　牟禮　　隆（大所東）
　岡　　　剛（寺井東）
●川　岡
　谷本　保裕（下川部東）
　橋谷　秀之（大墓北）
　武上　文和（原渕東）
　中條　義一（諏訪西）
　宮西　正流（前屋敷西）
●円　座
　宮治　正尚（上本村西）
　長町　　博（下本村西）
　岡西　孝文（西永井西団地）
　鵜川　眞一（上本村北）
●檀　紙
　香西　信行（高橋）
　河北　和美（下薬王寺）
　鏡原　四郎（兀塚大倉団地）
　谷本　好樹（西山）
　松井　清美（井坪山神）
　木村　英哲（仁池）
●弦　打
　泉田　　悟（半田）
　高平　正幸（警察官舎）
●鬼　無
　久保　友己（佐料五部）
　小野　　充（佐料北部）
●香　西
　地良田　勉（明神町北）
　横井　末義（平賀北中部）
●下笠居
　地下　文生（弾正原北）
　溝内　和典（生島北）
　鵜川　弘司（生島上）
　南原　　明（弓弦羽西）
●女　木
　北浦　貞江（第三）
●男　木
　城道　龍二（第四）
●川　島
　宮崎　哲雄（横内）
　森田　　優（宮尾北）
　川田　　優（天神）
　富田　正利（横田）
　池内　　隆（川島中）
　白坂　隆介（東大角団地）
　大﨑　和男（乙井団地）
　津田　一夫（わかば）
　島　　　稔（川島セブン）
　山西　康弘（くるみ）
●十　河
　木村　清貴（藤の森西団地）
　中原　　浩（ファミリータウン亀田南）

　大下　健二（シアトル小村）
●東植田
　松浦　　豊（竹元）
●植　田
　鎌野　正範（大糸）
　中井　邦一（中土居）
　川田　英視（池田川）
●安　原
　黒川　和弘（上中徳）
●塩　江
　熊野　俊夫（小田）
　森田　麗子（温泉団地）
　赤松　　操（下所西）
　尾形　隆範（菖蒲野）
●上　西
　三野　一一（焼堂上）
　松本榮千子（細井上）
　藤澤江美子（小出川上の１）
　松川ミナエ（真名屋敷）
●牟　礼
　十河　　芳（シャトレハイツ）
　三野　正明（反熊）
　栗本　好正（南神）
　平見　道夫（つくしの団地）
●庵　治
　川　　　猛（王の下５）
　竹本　龍泉（竹居）
　岩﨑喜次郎（北村）
●大　野
　佐藤　昭二（南一本木）
　西村　誠宏（若草台）
●川　東
　白川　美清（立満ミサワホーム）
●香　南
　中村　博樹（タンポポタウン）
　細井　皓祺（丸岡原南）
　濱　　賢治（クローバータウン）
　長友　大輔（つきみが丘）
　辻　　正雄（新開）
●国分寺北部
　濱田　　隆（国分東団地）
　山下　　修（ヴェルディタウン端岡）
　湯浅　勝文（西山東）
　森　　啓二（端岡サニータウン）
　詫間　敏弘（常盤）
　関東　照彦（グリーンタウン国分寺３）
　尾崎　　清（小万灯）
●国分寺南部
　小山　直己（南新名団地）
　十河　道夫（下新名南第二）
　田中　顕二（楠井南第二団地）
　福本　進幸（本村中）
　福家　孝二（新名タウン）
　岡田　　敬（中新名団地）
　阿部　文夫（川辺）

　平成31年2月16日貍に、高松テルサにて、市長感謝状及び高松市コミュニティ
協議会連合会表彰状・高松市連合自治会連絡協議会表彰状贈呈式を行いました。
多年にわたり地域活動に携わり、その功績が顕著な方々に対して、市長感謝状等
が贈呈されました。
　平成30年度から、高松市コミュニティ協議会連合会表彰状が新たに創設され
ました。この顕彰が、地域活動に携わる方の励みになり、また、住民の方々が地
域活動に目を向ける契機になることを期待するところです。
　受賞されました皆様におかれましては、誠におめでとうございました。今後と
も、地域のリーダーとしてさらなる御活躍を祈念申しあげます。

【地域コミュニティ活動】

39名

市長感謝状

【自治会活動】

50名

市長感謝状

98

18名

高松市
コミュニティ協議会
連合会表彰状

149名

高松市連合自治会
連絡協議会表彰状



1110

平成30年度

公益社団法人全国公民館連合会が
主催する「全国公民館報コンクー
ル」において、太田南地区コミュ
ニティ協議会が優秀賞を受賞され
ました。

ケーブルテレビ番組「コミ
ねっとTV」は地域コミュニ
ティの活動を詳しく紹介し
ています。近所のアノ人が
出ているかも！？

地域コミュニティ協議会の情報サ
イト「コミねっと高松」は、地域
ならではの情報が満載！各地域の
広報紙も充実しています。イベン
トカレンダーは必見です。

優秀賞
太田南地区

コミュニティ協議会

ケーブルテレビ ホームページ

全国公民館報コンクール 地域情報の合言葉は入賞入賞
おめでとうおめでとう
入賞

おめでとう



自治会とは、毎日住みよく暮らすために、地域の皆さんで
作っているグループです。各小学校区には、およそ30～
100の自治会があり、地域コミュニティの中心となって、
日々助け合いながら活動しています。

普段、生活しているときは、ご近所さんや自治会の大切さに気づかないかもしれませんが、大地震や豪雨などの災害が
起こったり、子どもや高齢者を狙った犯罪が起きたり、もしもの時には、やっぱり近隣の支え合い、協力が必要だって思
いませんか？

コミュニティセンターコミュニティセンター
地域のホットステーション

コミセン一覧

開館時間
●平日・土曜…9:00～22:00　
●日曜…9:00～17:00
●休館日
　・国民の祝日に関する法律に
　　規定する休日
　・12月29日～翌年の1月3日

コミュニティセンター
通称「コミセン」は、地域の人々や情報が集まり、誰でも気軽に
立ち寄ることができる施設です。
地域活動の第一歩としてコミセンへ出かけましょう！

※市役所の総合センター・支所・出張所が併設している施設もあります。住民票や市税など行政機関の手続きは総合センター・支所・出張所までお問い合わせください。

災害時など、「いざ」という時に、頼りになるのは身近なご近所さん

ごみステー
ションの管理

河川清掃

防災訓練
防犯パトロール
防犯灯

交通安全

子どもの
見守り

高齢者の
見守り

平成30年度
自治会加入促進作品募集

ポスターの部標語の部

入賞作品
将来のまちづくりの担い手である子どもたちに、地域や自治
会活動への関心をもってもらおうと、自治会加入促進作品を
毎年募集しています。地域のつながりの大切さを感じられる
感性豊かな作品が揃いました。

最優秀賞

亀阜小学校６年　　門田　美果
前田小学校６年　　湊　　睦華
多肥小学校３年　　門田　京子

優秀賞

松尾 優杜
亀阜小学校３年

最優秀賞

高松第一小学校３年　黛　　総梧
多肥小学校４年　　宍戸　　葵
川島小学校５年　　田村英莉花
木太南小学校３年　中原　和奏
川東小学校５年　　鎌田　紋妃

優秀賞

長尾 妃凉
木太南小学校５年

自
治
会
で

　
防
犯
防
災

　
　
　
地
域
の
輪

12

たかまつ

Takamatsu community magazine

Vol.8
平成31年4月1日発行

　高松市コミュニティ協議会連合会は、平成 30 年 10 月をもち
まして、創立 10 周年を迎えることができました。これもひと
えに、地域のまちづくりに関わるすべての皆様の御指導・御支
援の賜物と感謝申しあげる次第です。
　当連合会は、市内全地域でのコミュニティ協議会の設立を機
に、連合組織として平成 20 年 10 月 17 日、それまでの高松市
地域コミュニティ協議会連絡会から改組、改称し、発足いたし
ました。
　以来今日まで、コミュニティ協議会相互の連帯感の醸成や自
立と活性化に努めるとともに、市の自治基本条例に基づいた市
民主体のまちづくりの推進に寄与することを目指して活動して
まいりました。
　各地域におきましても、コミュニティ協議会が中心になり、

地域みずからのまちづくりが推進され、着実に成果をあげてお
りますが、一方で、住民相互の連帯感や地域のつながりの希薄
化が進み、地域が抱える問題は日々複雑化しております。
　このため、地域全体を見渡し、多様な切り口で解決を図るこ
とが、これまで以上に必要になってきていると実感しておりま
す。価値観の多様化した社会を見据え、関係機関・団体と連携
しながら、現在の社会に合った地域コミュニティのあり方を模
索することが、私どもまちづくりに携わる者に課せられた次の
課題ではないかと考えております。
　これからも、高松市コミュニティ協議会連合会は、住民の皆
様が心豊かに暮らせる地域社会の実現に向けて心新たに地域の
まちづくり活動を支援してまいりたいと存じます。皆様の旧に
倍します御支援・御協力をよろしくお願いいたします。

石田　雄士
高松市コミュニティ協議会連合会　　　　
高 松 市 連 合 自 治 会 連 絡 協 議 会 　　会長

連合会とともに

問合せ先：高松市コミュニティ協議会連合会
〒760-0017 高松市番町一丁目5番1号 四番丁スクエア1F
TEL.087-823-2703　FAX.087-823-2704
http://www.takamatsu.genki365.net/

高松市コミュニティ協議会連合会は、
10周年を迎えました。

10 年のあゆみ・・・・・・３
10周年記念事業・・・・・６
市長感謝状等贈呈式　・・・８
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自治会加入促進作品・・・12目次
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